


先天性胆道閉鎖症(congenital biliary atresia,CBA)は生後より閉塞性黄疸を呈する疾患

であるが,いわゆる新生児黄疸(間接型高ピリルビン血症)としばしば混同されて見逃され

ているのが現状である。CBA の予後は肝門部空腸吻合術の開発と早期手術により大きく改

善され,早期発見,早期診断が重要な課題として残されている。血清リポプロティン一

X(IipoproteinｰX,LpｰX)は胆汁うっ滞を鋭敏にしかも特異的に反映する物質として注目さ

れているが,我々は新生児および乳児早期に黄疸を呈した患児を対象として Lp-Xの検出を

試み,以下の結論を得たので報告する。 


